





































































































ウス’ アタナシオス， ナジアンゾスのグレゴリオス， アレクサンドリ
アのキュリロス， 2）神との倫理的同一化による神格化（ホモイオー
シス・セオー）－オリゲネス， アンテオケのルキアノス， モプスエ
ステイアのテオドロス, 1.A． ドルナー, 3)代理満足説のキリスト論
－4－
復活の神学 5
－カンタベリーのアンセルムス， 4）ただ神の働き （恵み） として
のキリスト論一ルター， 5）宗教的人間の原像一シュライエルマ







































































第一コリ 15：20)。 2） イエスが復活したということは， ユダヤ人に
とっては，神御自身が生前のイエスの行為を是認されたことを意味す























































































































































































































































































































































































































































































































トぞいわばその死の主体と述べている場合でも （ガラテヤ1 :3ff. ),彼
はイエスの死をその高挙や派遣から考えている。福音書の受難物語も
同じ構造をもっている。 しかも神の前に民のためにとりなしをするの

































































































































































































































































あり， 「イエスの自己意識と， 神と人間の一体性」 (1), 「イエスが神

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いることによるのである」 (GdC. , 28. )｡











































































































































































は信仰者を信頼と･ ･ ･讃美によってイエスに献身するように促す. ． , ．」
(GdC., 183f､ ）。








に対する神性の関係を考える場合は． ・ ・ ・ 「上から下へ」 と考える購造に対
























































63) GdC. , 276.
64） バネンベルクはここで補節として｢キリストの黄泉への下降｣1こついて強じ



















G/αTめEPzsbEAE7z押如js. S. 102f.)。 このように「死者の国におけるイエスの
説教という表象は， イエスの代理的なのろいの死の普週的意義を表わすも




















と」である」 (GdC. , 338)。
Gdc.,347. パネンペルクはここで次のようなヘーケルの宮葉を引用して
いる｡,,rnderFreundschaft,LiebegebeichmeineabstraktePcr-
s6nlichkeit auf undgewinne siedadurch,die collcrete.Das
wahrederPers6nlichkeit ist also ebendiess, Siedurchdiess
VerSenken,VenSenktSeynindasAnderezugewinnen｣･, (VorleSlm-






































































行規則とは全く別の仕方で政治的なのである。 (DGG., 133f. )｡
｢神に見捨てられて十字架につけられたお方において神を把握することは，
｢神概念の革命」を要求する。 ． ． ' ･キリスト教神学にはキリスト教的な神
概念におけるこの「反乱」を熟考してきた二つの伝統がある。それは「三
位一体論」の展開と「十字架の神学」の形成である」 (DGG~, 146)｡
DGG. ， 160．
DGG., 156.
DGG., 162.
DGG. , 163f.
DGG. , 228.
そこでは祈りは，子を通し，聖霊において，父に祈るという形になる。
DGG, 236.
DGG. , 254f.
註82）を参照。
DGG. , 162.パネソベルクの普通史的な立論については拙論「宗教史の神
学」を参照。
DGG., 228.
88）
89）
90）
91）
92）
93）
94）
95）
96）
97〉
98）
99）
－69－
